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ファイト！行動するロータリー 

第２６６２回例会 令和４年４月１日 

お祝い・会員スピーチ 

奉仕しよう  
みんなの人生を 
豊かにするために 

２０２１－２０２２年度ＲＩテーマ 

 ＜会長の時間＞ 

本日は4月1日。いよいよ日本では、

学校そして職場が新年度の始まりです。

そして今日は、エイプリルフール日本で

は4月バカと言われています。 

エイプリルフールの起源で有力とされて

いるのが、その昔ヨーロッパでは3月25日を新年とし4月1日ま

で春の祭りを開催していたが、1564 年にフランスのシャルル9 世

が1月1日を新年とする暦を採用した。これに反発した人々が4月

1日を「嘘の新年」とし、バカ騒ぎを始めた、という説です。この

説を利用し、さらに「うそのうその新年」なる説まで登場しました

が、これは単なるデマだそうです。 
4月に入りようやく雪も解けて農作物の準備の季節になりまし

た。私自身農業に関しては全くの素人ですが少しだけ稲作をして

います。太古の昔より受け継がれている稲作と神社の神事とは、

新嘗対などに見られるように密接に関係しており、その「米」は

神社の祭事では、神饌物として最初に献饌される大切なもので

す。今年は、大雪でしたが大雪の年は、米が豊作だと言われてお

りますので、また今年も一生懸命に「米」作りに励みたいと思い

ます。 
 

＜幹事報告＞ 
◎ガバナー､ガバナーエレクトより 

 ・次期会員増強セミナー開催のお知らせ 

日   時    5月14日(土) 点鐘11:00終了14:40   

   場     所    岐阜グランドホテル 岐阜市長良648 

出席義務者    次期会長・幹事・会員増強関連委員長等 

◎高山市教育委員会事務局より 

・令和４年度高山市キャリア教育を考える会 担当校について 

松倉中学校  ２年生 １４８人  ９月実施希望  

◎ガバナー事務所より 

 ・第７回日台ロータリー親善会議福岡大会ご登録のお願い   

日 時    5月6日(金)  典16:00～懇親会17:30～   

   会 場      ホテルニューオータニ博多      

◎高山市教手をつなぐ親の会より 

・高山市手をつなぐ親の会の解散について（報告）  

令和４年３月３１日をもって解散 

◎米山梅吉記念館より 

・春季例祭のご案内および賛助会員募集  

日時 4月23日(土) 14：00～  場所 米山梅吉記念館ホール 

 

◎下呂ロータリークラブより 

・例会開催日変更のお知らせ ７月より火曜日例会開催に変更 

＜例会変更＞ 

高   山 … 4月7日（木）、21日（木）、28日（木）は、 

12：50～13：30 に開催時間変更   

※ビジター受付はご遠慮下さい 

4月14日（木）は、定款により休会 

＜受贈誌＞ 

米山梅吉記念館（館報Vol39）、(社)高山市文化協会（広報高山 
の文化No235） 
 
 

 

 

＜本日のプログラム＞  今月のお祝い 

◎会員誕生日 

松田 康弘、井口 大輔、下屋 勝比古、 内田 幸洋、 斎藤 章  

４．１７  ４．２０  ４．１３   ４．１７  ４．３０ 
◎夫人誕生日（当日ご自宅に花束をお届け） 
     斎藤  章   厚 子 さん     ４． ５ 
     向井 公規   祐 子 さん     ４．２２ 
     榎坂 純一   真 弓 さん     ４．２０ 
◎結婚記念日（当日ご自宅にお菓子をお届け） 
     挾土 貞吉  Ｓ４２．４． ７ 
     田中 晶洋  Ｈ ６．４．１６ 

井口 大輔  Ｈ１４．４． ４ 
     

   

出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

２５名 － ２５名 ３４名 ７３．５３％ 

＜出席報告＞ 
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◎出席表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米澤 久二 ２１年           伊藤 松寿 ３６年 
 

◎在籍周年記念表彰     

 なし 

◎３ヶ月表彰 

・伊藤 松寿  ・井辺 一章  ・垣内 秀文  ・下屋 勝比古 
 ・杉山 和宏     ・松田 康弘  ・米澤 久二 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本日のプログラム＞ 会員スピーチ   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀 幸一郎 

簡単な経歴 ：1965年3月岐阜市で生まれる。 3歳になる頃高山へ

移住。以降高校卒業まで高山で暮らす。 工業高校卒業後、東京の

企業へ就職。 8年後、家業（ヒダ事務機）を継ぐため帰郷。 現在

に至る 

・岐阜市若宮町で生まれる。 （父親は高山出身で岐阜で働いてお 

り、岐阜出身の母親と勤め先の岐阜 商工信用組合で知り合う） 

 ・3歳になる頃、父方の祖母が倒れ高山へ移住する事となった 

が、今度は母 が高山本家での生活になじめず、病気となり岐阜 

に帰り入院。2年近く母と 離れ離れになる。 
  

 

・父親が実家を出て、分家となり、病気療養中の母親が高山へ戻 

る。 （ここから中学卒業まで長いアパート生活に入る） 

 ・母と離れ離れの頃は、南保育園、何故か母が戻って来てからは 

高山幼稚 園へ編入 
 
私の学歴は、南小学校、松倉中学校、高山工業高校です。 小学

生の頃は少年野球クラブに入部したかったのですが母親の方針で

3年生から6 年生の4年間「高山少年少女合唱団」に在籍させら

れました。 中学校からは野球部に入部、高校は硬式野球が存分に

できる工業高校を選択し、 高校球児として白球を追い続けまし

た。3年生の春の大会では中京商業（現中京 高校）、夏の大会では

県立岐阜商業に負けましたが連続ベスト８まで勝ち進んだ ことが

今でもいい思い出となっています。 またその頃、高山西ロータリ

ークラブのご支援を頂いた事をはっきり覚えています。  

中学生の頃はかなり勉学に励んだのですが工業高校に進学が決

まると、野球ばかり していて、専門の電子工学以外の勉強はいい

加減なものとなってしまいました。成績 次第で就職先が決定する

と思いきや、部活動でいい成績を残したことで、優先で自 分の行

きたい会社をうけさせてもらうことができ、運よく 「沖電気」 と

いう会社に就 職する事とが出来ました 

OKI(沖電気)という会社での経験が、どれ程その後の人生に影響

を及ぼしたか計り 知れません。8年間、バンキングシステムの仕

事をしていました。 ・通信ソフトウェア技術者（SE）としての5

年間はコンピュータネットワークの基礎を叩 き込まれました。ま

さかインターネットが当たり前の時代となることなど予測も出来

なかっ た当時ですが、その知識と経験が今役に立ってる事が不思

議でなりません。 ・営業部門に移籍したいと思い自己申告で本社

部門に抜擢され「新規開発プロジェ クトチーム」という部門に配

属されました。営業とSEを同居させ、新規ユーザー開拓を 行う

という部署です。後で聞いた話ですがSE部門から私以外、営業

に行きたいと手 を上げた社員がいなかったらしく、仕方なく元気

のいい奴を選んだそうです。当時の上 司が言うには、事業所対抗

の野球大会で営業部門に勝利した時の活躍を覚えてい てくれてい

たから抜擢したそうです。次の営業としての3年は、はっきり言

って地獄でした がどうやって大きな会社が成り立っているのか魂

に焼き付けました。 ・この会社を退職してから、私の所属部署か

ら続々、重役が排出され、社長になられ た上司も出現しました。

私もその方々から良い影響を受けたのではないかと勝手に 思って

います。 

帰郷してすぐ結婚しました。相手は OKI で知り合った今の妻で

す。 家業を継ぐと決め帰郷したわけですが 3 ケ月で現状を知り、

当たり前 ではあるのですが凄まじい仕事のギャップに唖然として

しまいました。 しかし、主体的に新しい事が出来る環境であった

ことが何よりの救いで その点は父に感謝しています。 当時私と父

の二人の家業でしたが父は引退し、今では 8 名、パートを 入れ 9

名の小さいながらも会社のような組織となりました。 今までの事

業推移を絵にしてみました。 また、最近始めた「ライブオフィス」

の舞台となっている弊社オフィス内の 写真もご覧ください。 

 

 

◎賀寿 

 

古希   古橋 直彦 
 
※新年例会ご欠席にて 
延期となっていた 
古希のお祝いを 
この度お渡ししました。 
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まだ振り返るに早いのですが、今回良い機会を頂き ましたので、

少し振り返ってみました。私の人生は、素 晴らしい人に出会い、

その方々からいい影響を受け つづけているという事だと思います。 

苦しい時、出会った方の言葉が私を救ってくれました 「見方考え

方で人生は変わるよ」 「お客さんに可愛がられなさい」 会社を上

場させた偉大な経営の先輩が教えてくれた 言葉は後進に伝えてい

きたいと思います。 

 
 
＜ニコニコボックス＞ 
●鴻野  幸泰さん、向井 公規さん 

・3月30日に財団事業｢手にをつなごう作品展｣の反省会を実行委 

員の皆様とグリーンホテルにて行いました。報告書の提出は残 

っていますが、締めくくりが出来たと思いホッとしています。 

改めまして実行委員の皆様、そしてご協力いただきました皆様 

に感謝を申し上げます。 

・本日は会員スピーチで、堀さんにお願いしております。楽しみ 

にしておりますのでよろしくお願い致します。 

 

 

●下屋  勝比古さん 

本日の会員スピーチ、堀さんのお話を楽しみにしています。唯一

の同級生として、愛妻の会としてこれからもよろしくね。 

●挾土  貞吉さん 

先週は思いもよらぬ皆勤36年の品を頂戴し有難うございました。 

●伊藤  松寿さん 

昨年末よりニコニコがたまっていましたので本日大量放出致しま

す。宜しくお願い致します。 

●古橋   直彦さん 

昨年12月のクリスマス例会以来の参加です。久し振りに会員の皆

様の顔を拝見でき元気をもらいました。 

●塚本   直人さん 

R財団補助金事業の反省会があり、中島さんのグリーンホテルで

美味しい食事とお酒を頂きました。鴻野会長向井幹事には最後ま

でお世話になりました。素晴らしいイベントが出来た事を心より

感謝します。お疲れ様でした。そしてありがとうございます。 

●阪下 六代さん、内田 幸洋さん､斎藤  章さん､米澤  久二さん、 

遠藤  隆浩さん、門前 庄次郎さん、松田  康弘さん､堀   幸一郎さん 

さぁ4月に入りました。鴻野、向井丸もいよいよ第4四半期の航

海に出ます。5月22日開催の奥飛騨温泉郷での新緑例会がとても

楽しみです。この上は、コロナ禍による事態宣言などが出される

ことなく過ごせるよう、皆で切に祈りましょう。 
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